
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中尾・東浦和 2後援会ニュース 
 
 

2019年９月１０月号 

（部内資料） 

事務所℡874-9666 

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産 

「

見
沼
代
用
水
」
登
録
（
埼
玉
県
内
初
） 

 

国
際
か
ん
が
い
排
水
委
員

会
（
本
部
・
イ
ン
ド
）
は
４

日
、
歴
史
的
価
値
の
あ
る
か

ん
が
い
施
設
を
認
定
す
る

「
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺

産
」
に
、
行
田
市
や
さ
い
た

ま
し
市
な
ど
県
内
15
市
２
町

を
流
れ
る
「
見
沼
代
用
水
」

を
登
録
し
た
。
県
内
か
ら
の

選
出
は
初
め
て
。
３
０
０
年

近
く
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
、
用
水
路
を
河
川
の
下
に

通
す
な
ど
の
高
い
技
術
力
を

評
価
し
た
。 

見
沼
代
用
水
は
江
戸
時

代
、
米
の
増
産
を
目
的
に 

 

将
軍
・
徳
川
吉
宗
に
命
じ 

ら
れ
た
役
人
の
井
澤
惣

兵
衛
為
永
が
整
備
し
た

用
水
路
で
１
７
２
８
年

か
ら
利
用
さ
れ
て
い
る
。

総
延
長
は
約
８
０
㌔
で
、

利
根
川
大
堰
か
ら
取
水

し
、
県
東
部
の
約
１
万
１

０
０
０
㌶
の
農
業
用
水

を
供
給
し
て
い
る
。 

 

大
野
元
裕
知
事
は
「
喜

ば
し
く
思
う
。
今
後
も
農

業
や
地
域
の
発
展
に
大

き
く
」
寄
与
す
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
」
と
の
コ
メ

ン
ト
を
出
し
た
。 

緑区の歴史的遺産コーナ ○29見沼代用水 
 

世界かんがい施設遺産登録の機会に 

「見沼代用水」全体を地図で記載 

 

９月５日毎日新聞記事を参考に掲載 

戦
争
し
な
い
願
い
込
め 

 

雑
誌
や
新
聞
紙
上
に
、
日
本
全
国
に

は
18
の
憲
法
九
条
／
前
文
の
記
念
碑

が
あ
り
、
沖
縄
に
７
、
本
州
に
11
だ
と

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
の
生
ま
れ
育

っ
た
故
郷
、
長
野
県
中
野
市
に
２
ヶ
所

の
石
碑
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年

５
月
に
兄
弟
の
集
ま
り
で
、
湯
田
中
温

泉
に
一
泊
の
機
会
の
つ
い
で
に
足
を

延
ば
し
て
、
九
条
の
碑
の
紹
介
が
あ
っ

た
中
野
市
の
谷
巌
寺
（
こ
く
が
ん
じ
）

に
行
き
ま
し
た
。
中
野
市
谷
巌
寺
は
高

社
山
の
す
そ
野
、
登
山
道
入
り
口
の
駐

車
場
の
一
角
に
憲
法
九
条
の
石
碑
。 

戦
争
中
に
は
東
京
の
児
童
の
集
団
疎

開
を
受
け
入
れ 

の
記
念
石
碑
が 

本
堂
後
ろ
に
祀 

ら
れ
て
い
ま
し 

た
。
地
元
で
は 

桜
の
名
所
の
お 

寺
と
し
て
知
ら 

れ
た
お
寺
と
の 

こ
と
で
し
た
。 

 
 

投
稿
Ｔ
Ｋ 

谷
巌
寺
の
九
条
の
石
碑 

足立区寺地国民学校集団疎開碑 

五
輪
控
え
埼
玉
県
南
上
空
に 

「
航
空
機
」
騒
音
と
身
の
危
険 

 

来
年
（
二
〇
二
〇
年
）

３
月
か
ら
羽
田
空
港
へ
の

着
陸
ル
ー
ト
が
変
更
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
変

更
後
は
、
南
風
の
時
に
１

０
０
０
ｍ
く
ら
い
の
高
さ

で
さ
い
た
ま
市
上
空
を
午

後
３
～
７
時
に
飛
び
ま

す
。
岩
槻
方
面
か
ら
緑
区

に
入
り
、
国
道
四
六
三
号

線
（
浦
越
線
）
に
沿
っ
て

東
か
ら
西
へ
、
市
役
所
付

近
で
南
へ
旋
回
、
都
心
を

降
下
し
な
が
ら
羽
田
空
港

に
着
陸
し
ま
す
。 

1

時
間
に
一
四
本
（
４
～

５
分
ご
と
）
、
私
た
ち
の
頭

の
上
を
旅
客
機
が
飛
び
ま

す
。
こ
こ
で
心
配
に
な
る

の
が
落
下
物
、
騒
音
、
大

気
汚
染
で
す
。
特
に
近
年
、

旅
客
機
の
落
下
物
に
よ
る

事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
私
も
昨
年
の
代
表
質

問
や
先
日
の
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
で
着
陸
ル
ー
ト
の

見
直
し
を
国
に
求
め
よ
と

繰
り
返
し
迫
っ
て
き
ま
し

た
。 

 

   

さ
い
た
ま
市
は
見
直
し

を
国
に
求
め
る
こ
と
は
拒

否
し
つ
つ
、「
市
民
の
不
安

が
あ
る
」
こ
と
は
認
め
ま

し
た
。
市
は
私
の
質
問
の

た
び
に
教
室
型
説
明
会
の

開
催
、
試
験
飛
行
の
早
期

実
施
、
騒
音
・
大
気
汚
染

測
定
な
ど
を
国
に
求
め
て

い
ま
す
が
、
安
倍
政
権
は

実
行
し
よ
う
と
し
ま
せ

ん
。 外

国
人
観
光
客 

「
呼
び
込
み
」 

都
内
の
区
議
会
で
計
画
見

直
し
決
議
も
上
が
る
な

ど
、
反
対
の
声
が
強
く
な

っ
て
い
ま
す
。
安
倍
政
権

は
着
陸
ル
ー
ト
変
更
の
理

由
を
「
外
国
人
観
光
客
が

増
え
る
か
ら
」
と
言
い
ま 

す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て

国
民
の
安
全
や
住
環
境
を

壊
し
て
い
い
こ
と
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
国
民
の
命
や
安
全
を

踏
み
に
じ
る
安
倍
政
権
の

姿
が
こ
こ
に
も
表
れ
て
い

ま
す
。
政
治
を
変
え
な
け

れ
ば
と
の
思
い
を
強
く
し

て
い
ま
す
。 

市
議
会
議
員 

松
村
と
し
お 

 


